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  霜月（しもつき）１１月 寒さに負けず２学期のしめくくり！   

日に日に寒さが増してきます

が、パリ日は朝から元気な子供

たちの挨拶が飛び交っています。

朝、教室を巡回していると、それ

ぞれの教室から「おはようござい

ます」の元気な声が聞こえます。児童会でも挨拶運動推進中で、元気な挨拶で一日が始まるとたいへん気持ち

が良いものです。 

  １１月6日（月）には、小学部の「縦割り遊び」がありました。異年齢間の交流を大切にするパリ日にとって、ベ

ルサイユ遠足以来の活動でした。上級生がリードする遊びに夢中で取り組む姿が印象的でした。２学期もあと 1

か月少々です。そろそろしめくくりを意識する時期となりました。ぜひ有終の美を飾りたいですね。 

  図書ボランティアさんに感謝！ 図書室バーコード化 加速中！   

 すでに図書ボランティアの方による図書室蔵

書のバーコード化作業をお伝えしていますが、

10月の保護者面談では、ご来校された多くの

方にお手伝いをいただきました。また、原則隔

週火曜日の活動日以外にも、ボランティアの方

に作業していただいております。おかげさま

で、この 12月にバーコードを活用した本の貸し借りの試行ができるようです。学校としても、書架の

リニューアルや新たな書籍の購入などで、50周年にふさわしい図書室の実現に努めてまいります。 

 小学部２年生 ブールデル美術館見学  

10月 18日（水）、２年生が見学したブールデル美術

館は、ロダンと並ぶ近代彫刻の巨匠アントワーヌ・ブ

ールデルが、モンパルナスの静かな一角に 1885年から

亡くなるまでの 45年間を過ごしたアトリエ兼住居が美

術館として公開されています。中庭に面した回廊や奥

の広間には、代表作の『弓を射るヘラクレス』など、

神話をテーマにした作品が展示されています。子供たちは気に入った作品を前にして真剣にスケッチを

していました。無料の施設ですので、ぜひご家族でもお出かけください。 



  「車いすラグビーカップ２０２３」 全校で日本代表を全力応援！   

１０月１９日（木）に、「パラリンピックを通じて考える」～今のわたしと未来のわたし～をテーマに探究学習をし

ている本校にとって、車いすラグビーカップ２０２３を観戦できたことは、貴重な体験の場となりました。今回の観

戦は、本校理事で仏国三菱商事社長の依田利興様と日本車いすラグビー連盟様のご尽力で実現しました。 

激しくぶつかる車いすの音や、素早く攻守が入れ替わるスピード感に圧倒されました。ハーフタイムには会場

内に流れるインタビューもあり、中学部のHMさん、MCさんがフランス語でしっかりと答えていました。試合後に

は６年生の代表から日本代表のエース池崎選手に、全校の寄せ書きをした応援の日章旗が贈呈され、一緒に写

真撮影をしたりメッセージをいただいたりしました。試合は５５対５０で日本代表がアメリカ代表に逆転勝ち。準

決勝ではオーストラリア代表に敗れましたが、３位決定戦で地元フランス代表を１点差で破り、銅メダルを獲得し

ました。来年のパリパラリンピックでの日本代表の活躍を心からお祈りしましょう。 

  元ラグビー日本代表キャプテン廣瀬俊朗さんから パリ日へメッセージ   

★車いすラグビー観戦を前に、ラグビーワールドカップのテレビ放送解説者としてパリ滞在中の元ラグビー日本

代表キャプテンの廣瀬俊朗さんから、パリ日にビデオメッセージをいただき、朝会で紹介しました。 

みなさんこんにちは。元ラグビー日本代表

で、株式会社 HIRAKUをやっております、廣瀬

俊朗と申します。今回、50周年記念行事の終

了から取り組む「パラリンピックを通じて考

える 今のわたしと未来のわたし」、すばらし

いテーマだなと思いました。10 月の車いすラ

グビー大会は、まずは皆さんに見ていただいて、「障害ってなんだろう」、「パラって何だろう」ということを考えてもらえ

るといいのかなと。純粋に車いすラグビーはスポーツとしてめちゃくちゃダイナミックですし戦術的ですし、こんなスポ

ーツあんねんや、という思いがあると思っています。障害の重い人も軽い人も女性もみんなが一緒になってできるスポー

ツで、本当に魅力的だなと思っています。 

では、何でそんな魅力的なスポーツになっているのかとか、このスポーツがどうやったらもっと広まるのかとか、はた

して皆さんはこういうスポーツに専念できているのかとか、引退してどうなるのかとか、そういうことを考えるきっかけ

にできるといいのかと思います。まずは、純粋にこのスポーツを楽しんで、ちょっと気になったところを深掘りしてみる

と、今の自分の置かれている環境とか、未来についてどうしたらよいのだろうかとか、世の中や世界はどうあるべきなの

かとか、そういうことを考えるいいきっかけになるのかなと思うので、ぜひとも車いすラグビー、および、パラスポーツ

を見て、楽しんで、何かを感じて、学びにつなげてほしいなと思います。どんな学びになるのかめちゃ楽しみにしていま

す。以上です。オールボワー！ 



  小学部５年生 オランジュリー美術館見学  

１０月２０日（金）に、５年

生がクロードモネの大作「睡

蓮」で有名なオランジュリー

美術館を見学しました。今回

は美術館ガイドのセシール

さんによるフランス語の解説

を、本校のレア先生が日本語に訳したものを聞きました。熱心なガイドさんに、「睡蓮」の間の作品はもちろん、階

下に展示してあるピカソやアンリルソー、ルノワールの作品についても詳しく解説していただきました。子供たちも

たいへん真剣な態度で臨んでいて、たまたま日本から来ていた日本人観光客の方、お二方にお褒めの言葉をい

ただきました。 

  後期 児童会・生徒会 役員決定   

小・中学部とも後期の役員が決定し、すでに

活動を開始中です。前期の活動の成果と課題

を活かした取組の実現で、さらなるパリ日の前

進を期待しています。 

【小学部】児童会 会長 SH   

副会長 UT・FY 書記 KY・KH 

図書委員長 HA   放送委員長 NS  保健体育委員長 SK 国際理解委員長 SK 

【中学部】生徒会執行部 会長 ON   副会長 IR・AH   書記 HW・YY 

体育委員長 IY  保健委員長 HA  報道委員長 HY 

  スポーツ庁長官 元アテネ五輪金メダリスト 室伏広治さん来校！   

１０月２４日（火）に、スポーツ庁長官の室伏広治さんが来校されました。室伏さんは、アテネオリンピックの陸

上ハンマー投げで金メダル、ロンドンオリンピックでも同じ種目で銅メダルを獲得された方です。２校時の授業参

観では、すべての学年の授業をご覧になり、子供たちに声をかけてくださったり、一緒に授業に参加してくださっ

たりしました。また、業間の休み時間では、校庭や体育館で子供たちと会話や握手をしたり、バスケットボールや

腕相撲をしていただいたりしました。 

最後にバスホールで、すべての学年との記念撮影に応じていただきました。たまたま来校されていた図書ボラ

ンティアのお母さんたちの撮影リクエストにも、快く応じていただきました。大らかで爽やかで、世界のトップアス

リートの「大きさ」を肌で感じることができ、清々しい一日となりました。 



  中学部 後期生徒総会開催   

１１月３日（金）に、中学部後期生徒総会が開かれました。新生徒会執行部役員が活動方針を説明して承認し

てもらい、各種委員会も活動方針を承認してもらう大切な会議でした。すべての発言に「パリ日をより良くしてい

きたい」と願う気持ちが伺えました。後半の意見発表でも多くの意見が出され、後日中学部で再度意見交流会

を実施し、中学部のさらなる前進のために話し合いました。今後の中学部の成長が楽しみです。 

  全校朝会 校長講話「ことばの一人歩き」  

１１月８日（水）の全校朝会では、最初に人気テレビ

番組の「チコちゃんに叱られる」から、決め台詞の「ぼ

ーっと生きてんじゃねーよ」を、普通の場面でチコちゃ

ん以外にかけられた時の感じ方について考えました。  

次に、「パリ日祭」の招待演奏で、「私は中国人では

ない」という歌について、この歌を聞いた人には様々な

感じ方をした人がいることを話しました。また、マイアさんがこの歌を作曲したわけについても話しました。そして、

必ずしも作曲者や歌い手の思いが、聞く人にそのまま伝わらいない場合があることも話しました。 

最後に、日常の中でよく耳にする「うざい、きもい、消えろ」などの「チクチクことば」について、「言う人」と「言

われた人」の感じ方の違いについて考えてもらいました。みんなが楽しく安心して過ごせるパリ日実現のため、今

後とも様々な機会を通じて指導をしていきたいと思います。 

  小学部４・５・６年生 水引づくり体験   

～１３００年続く日本の伝統文化に触れる体験～ 

去る１１

月１０日

（金）に、小

学部４～６

年生が、広

島から着物

の PRのた

めに来仏中の澤井律子さんらから、水引（みずひき）づくりを学びました。最初、水引の歴史や作り方の説明を受

けました。飛鳥時代、遣隋使が中国から持ち帰ったものが日本での始まりだそうです。説明の後に水引で「梅結

び」を作る体験をしました。その「梅結び」は、着物の生地をシールにしたものを活用した「しおり」として完成す

る予定です。 



 親師会三役 モンティニー市長表敬訪問  

～「パリ日祭」ブロカント売上から５００ユーロをモンティニー市に寄付～ 

１１月１０日（金）に、親師会三

役と校長、事務長でモンティニー

市役所を訪問し、市長さんと助役

さんに、売り上げから５００ユーロ

の寄付を贈呈しました。 

今回モンティニー市には広報

誌に５０周年記念式典を大きく取

り上げていただき、市長さんから

は「今後も市とパリ日との関係は

ますます緊密に」とのお言葉をい

ただきました。 

 “特集”開校 50周年記念 ～パリ日の「宝」～第２部  

【第６回】元オリンピック「ハンマー投げ」金メダリスト室伏広治さんによる色紙「一投一念」 

 この号でもご来校を紹介した、現在スポーツ庁長官で、元アテネオリンピック金メダリストの室伏広

治さんに色紙を書いていただきました。急なお願いにもかかわらず、筆を持つと私たちの目の前で、素早

くこの色紙を書かれました。「一投一念」という熟語は辞書には載っていません。「ハンマー投げ」を専

門とする室伏さんだからこその言葉と言えます。そんな言葉が見事なイラストと共に書かれたこの色紙。

パリ日で最も新しい、そして、今後もずっと大切にされる「宝」となるでしょう。 


